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1 業務概要 

1.1 業務の目的 

 本調査では、遺産地域モニタリング計画に基づき、遺産地域内及び周辺部の植生の垂直

分布の状態を定期的（5～10年ごと）に調査・分析し、遺産地域の順応的管理に資するこ

とを目的としており、平成 25 年度に 1回目の調査、平成 30年度に 2回目の調査を実施

し、前回調査から 5年以上（7年）が経過したことから、今年度 3回目の調査を実施する

ものである。 

 

1.2 業務内容 

 所定の箇所に設定した標高別の永久プロット（以下、「プロット」）において、植生調査

を行い、調査結果を取りまとめ、植物分布の特徴や植生動態について分析・評価を行うと

ともに、平成 25年度から令和 7年度調査時の植生変化を評価する。 

 

1.3 業務の対象地 

 小岳地区：秋田県山本郡藤里町大字粕毛字鹿瀬内沢国有林並びに遺産地域（図 1-1） 
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2 植生モニタリング調査 

2.1 調査地 

 平成 25 年度に設置された小岳登山道の登山口から山頂までの範囲にあるプロット

15 箇所を対象に植生調査を行った。プロット位置座標を表 2-1、プロット位置図を図 

2-1に示した。 

 

2.2 調査方法及び調査期間 

 植生調査は、ブラウン－ブランケ法により実施した。プロット内に出現するすべての

維管束植物について、階層区分1ごとに種名及び被度・群度を記録し、併せて階層別植

被率、地形状況、群落断面図を「植生基本調査票（表 2-2）」に記入した。また、過年

度との変化を把握するため、平成 25年度及び平成 30年度の植生基本調査票を持参し、

地滑り、樹木の根返り、風倒木、害虫・病気の被害、シカによる食害などの環境の変化

が認められた場合には追加で記録した。 

 植生調査の現地記録は「調査とりまとめ表」に整理し、データ分析を行った。 

 調査は、令和 7年 9月 23日から 9月 27日までの期間に計 4日間で行った。 

 

表 2-1 プロット座標と標高 

 

 
1 階層区分は、高木層（T1）を約 12ｍ以上、亜高木層（T2）を約 5～12ｍ、低木層（S1）を約 2～5ｍ、

草本層（H1）を 0～約 2ｍ（ササ類を含む）、蘚苔・地衣層を 0～約 0.1ｍとした。 
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図 2-1 調査地のプロット位置図 
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2.3 調査結果 

プロットごとの出現種数、植被率、優占種を年度別に集計した。さらに、過年度調査

との変化がわかるように標高断面図に表を組み合わせて図示した。 

 

2.3.1 出現種数 

 本調査では計 109種記録した（図 2-2）。平成 25年度および平成 30年度調査の出現

種数はそれぞれ 115種、117種で、過年度調査と比較すると本調査では出現種数が減少

していた。プロットごとの変化をみると、平成 30年度調査と比較して種数が増加した

プロットは 5箇所、減少したプロットは 7箇所であった。一方、平成 25年度調査では

種数が増加したプロットは 8 箇所、減少したプロットは 5 箇所であったことから本調

査では種数が減少するプロットが相対的に多い傾向がみられた。 

 

2.3.2 植被率 

 各階層の植被率の年度変化を図 2-3～図 2-6 に示した。平成 30 年度と比較すると、

高木層では植被率が増加したプロットが 2箇所、減少したプロットが 1箇所であった。

亜高木層では、増加したプロットのみ 3箇所確認された。 

特に、亜高木層では、植被率が 50％以上増加したプロットも確認された。平成 30年

度から令和 7 年度にかけての植被率の変化は、平成 25 年度から平成 30 年度の変化と

比較して、植被率が増加した階層やプロットがより多くみられた。 

 

2.3.3 優占種 

 優占種の年度変化を図 2-7に示した。平成 30年度と比較すると、高木層及び亜高木

層では、例年と同様に顕著な変化は確認されなかった。一方、低木層では 4箇所のプロ

ットで優占種に変化がみられた。変化が確認されたプロットでは、新たにブナ、リョウ

ブ、オオカメノキが優占種となり、いずれも比較的高い被度群度を示していた。 

 当該プロットにおける優占種の変化は、階層における出現種の種組成が変化したも

のではなく、被度群度の変動に伴う優占種の順位変化が生じた結果であると考えられ

た。 
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※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-2 プロットの出現種数の年度変化 

 

 

 

※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-3 プロットの植被率（高木層）の年度変化  

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №84 №85 №86 №87 №88 №89 №90 №91 №92 全地点

H25 31 45 30 33 34 44 31 27 33 45 29 34 29 25 22 115

H30 33 45 32 35 33 44 37 32 36 47 28 29 33 22 18 117

R7 30 44 29 35 38 43 33 32 33 51 31 34 28 24 18 109

H25⇒H30 +2 ±0 +2 +2 -1 ±0 +6 +5 +3 +2 -1 -5 +4 -3 -4 +2

H30⇒R7 -3 -1 -3 ±0 +5 -1 -4 ±0 -3 +4 +3 +5 -5 +2 ±0 -8

出
現
種
数

地点番号

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №84 №85 №86 №87 №88 №89 №90 №91 №92

H25 80 80 80 70 90 40 70 20 70 20 - 70 - - -

H30 80 80 80 70 70 40 90 20 70 20 - 70 - - -

R7 60 80 80 70 80 40 90 20 70 40 - 70 - - -

H25⇒H30 ±0 ±0 ±0 ±0 -20 ±0 +20 ±0 ±0 ±0 - ±0 - - -

H30⇒R7 -20 ±0 ±0 ±0 +10 ±0 ±0 ±0 ±0 +20 - ±0 - - -

植被率
（％）

地点番号



 

8 

 

 

 

※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-4 プロットの植被率（亜高木層）の年度変化 

 

 

 

※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-5 プロットの植被率（低木層）の年度変化  

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №84 №85 №86 №87 №88 №89 №90 №91 №92

H25 60 10 30 10 - 50 20 10 10 40 50 10 - - -

H30 60 10 30 10 20 50 10 10 10 40 50 10 - - -

R7 60 10 30 10 20 60 20 10 70 40 50 10

H25⇒H30 ±0 ±0 ±0 ±0 - ±0 -10 ±0 ±0 ±0 - ±0 - - -

H30⇒R7 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 +10 +10 ±0 +60 ±0 - ±0 - - -

地点番号

植被率
（％）

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №84 №85 №86 №87 №88 №89 №90 №91 №92

H25 40 20 50 50 10 30 60 70 80 60 90 30 40 - -

H30 40 20 50 50 60 30 10 70 80 60 20 30 40 - -

R7 40 20 50 30 60 30 60 70 80 60 20 30 40

H25⇒H30 ±0 ±0 ±0 ±0 +50 ±0 -50 ±0 ±0 ±0 - ±0 - - -

H30⇒R7 ±0 ±0 ±0 -20 ±0 ±0 +50 ±0 ±0 ±0 - ±0 - - -

地点番号

植被率
（％）
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※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-6 プロットの植被率（草本層）の年度変化 

 

 

 

※平成 30年度から令和 7年度で変化がみられた箇所は赤文字にした。 

図 2-7 プロットの優占種の年度変化

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №84 №85 №86 №87 №88 №89 №90 №91 №92

H25 80 80 70 90 90 70 50 60 90 40 40 80 100 95 100

H30 80 80 70 90 50 70 90 60 90 40 90 80 100 95 100

R7 80 80 80 80 50 70 90 60 90 60 90 80 100 95 100

H25⇒H30 ±0 ±0 ±0 ±0 -40 ±0 +40 ±0 ±0 ±0 - ±0 - - -

H30⇒R7 ±0 ±0 +10 -10 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 +20 - ±0 - - -

植被率
（％）

地点番号
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3 種の階層別・植物群落別・垂直分布 

3.1 変化の定義 

 種ごとの経年変化を把握するため、変化区分を定義した（表 3-1）。定義は、平成 30 年度調査

に準拠し、「新出」、「消失」、「増加」、「減少」、「階層変化」、「変化なし」の 6区分とした。 

さらに、今年度調査では、過年度に一度記録が途絶えた後に再び確認された種を「再出現」、前

回調査で消失し、今回も引き続き確認されなかった種を「消失継続」として追加し、計 8 区分と

した。 

このうち、「階層変化」と評価された種については、出現階層の変化の特徴をより詳細に把握す

るため、4つの区分に細分化した（表 3-2）。 

 

表 3-1 種の変化の定義 

変化区分 内容 

新出 過去に 1つの階層で記録されず、今回調査で１つの階層に出現した種 

消失 前回調査で１つの階層に出現し、今回調査で記録されなかった種 

増加 前回調査で１つの階層に出現し、今回調査で同じ階層で被度群度が増加した種 

減少 前回調査で１つの階層に出現し、今回調査で同じ階層で被度群度が減少した種 

階層変化 前回調査と今回調査で階層が異なる又は、複数の階層に出現し、被度群度が変化し

た種 

変化なし 前回調査と今回調査の出現した階層と被度群度が同じ種 

再出現 過去に１つの階層で出現し、前回調査で消失し、今回調査で再確認された種 

消失継続 過去に１つの階層で出現し、前回調査及び今回調査で継続して確認されなかった種 

 

表 3-2 階層変化の定義 

変化区分 内容 

新出 前回調査と異なる階層で、今回調査に確認された種 

消失 前回調査に確認された階層で、今回調査に確認されなかった種 

増加 前回調査に確認された階層で、今回調査に被度群度が増加した種 

減少 前回調査に確認された階層で、今回調査に被度群度が減少した種 

 

  



 

11 

 

3.2 結果 

3.2.1  階層別出現種数の変化 

階層別出現種数の変化を表 3-3 に、変化区分別の階層別出現種数の変化を図 3-1 に、年度ご

との出現種の比較表を資料 3に示した。 

階層別出現種数の変化では、小岳地区全体では、前回調査と比較して 8 種の増加が確認され

た。これは主に低木層における新出種の増加によるものだった。 

変化区分別の階層出現種数の変化割合では、H25⇒H30の変化と比較して、H30⇒R7の変化

では、高木層、亜高木層、低木層において、「階層変化/増加」と「新出」が共通して多く確認さ

れた。 

一方、草本層において、H25⇒H30 では「新出」と「消失」が多かったのに対し、H30⇒R7

では「新出」、「消失」に加えて「増加」も多く確認された。 

 

表 3-3 階層別出現種数の変化 

 

 

※平成 30 年度を基準に、令和 7年度の値が減少した場合にプロット番号を赤文字にした。 

 

  

増減比： -4 ＜ -1 ＜ 0 ＜ 1 ＜ +4
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H25⇒H30 

 

H30⇒R7 

 

凡例 

 

図 3-1 変化区分別の階層出現種数の年度変化割合 
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3.2.2  植物群落別の「種の変化」が顕著な種 

小岳地区の植生は、ブナ林及びミヤマナラ・ハイマツ林の大きく 2つの植物群落に区分される。 

各植物群落において、「種の変化」が顕著であった種を図 3-2～図 3-5に示した。なお、ブナ

林の出現種数は多いため、変化の多い上位種のみ2を図化した。 

 

① ブナ林（No.78～89 計 12プロット；図 3-2、図 3-3） 

H25⇒H30の期間では、チシマザサ、ブナ、ツルアリドオシ、シシガシラ、アズキナシ等が、

変化の多い種として挙げられた。変化区分の内訳をみると「新出」が最も多く、次いで「消失」

が多かった。 

H30⇒R7 の期間では、ブナ、ハウチワカエデ、リョウブ、オオバクロモジ、ヤマソテツ、チ

シマザサ等が挙げられた。変化区分としては、「新出」及び「増加」が多く、これらの被度群度

も増加傾向にあった。 

両期間に共通して、チシマザサ、ブナ、ハウチワカエデ、リョウブ、ヤマソテツが上位に挙げ

られた。これらの種では、「新出」や「増加」が確認されたプロット数よりも、「減少」が確認さ

れたプロット数の方が多い傾向がみられた。 

 

② ミヤマナラ・ハイマツ林（No.90～92 計 3プロット；図 3-4、図 3-5） 

H25⇒H30の期間では、ヤマウルシ、ハウチワカエデ、シノブカグマ、コヨウラクツツジ等が

変化の多い種として挙げられた。変化区分の内訳をみると、「新出」及び「消失」が多い結果と

なっていた。 

H30⇒R7 の期間では、リョウブ、タムシバ、コヨウラクツツジ、オオバギボウシ、オウギボ

ウシ等が挙げられた。変化区分では、「増加」、「減少」、「消失」が同程度に確認された。また、

複数の種で、「消失継続」が確認されたことから、一部の種はプロット内において消失、あるい

は季節消長により時期的に枯死しており今回も確認できなかった可能性が示唆された。 

両期間に共通して、コヨウラクツツジが上位に挙げられたが、「新出」、「増加」、「消失」、「消

失継続」が同程度で各プロットによって状況が異なるため、明確な傾向を示すことはできなかっ

た。 

本群落は森林限界に位置し、植物の出現が低木層と草本層に限定されることに加え、プロット

数も 3箇所と少ない。そのため、ブナ林と比較して階層別出現種数及び地点数が少なく、結果と

して分析に用いた階層別出現種のサンプル数が限られていたことが要因として挙げられる。 

今後、モニタリング調査を継続することで、階層別出現種のサンプルは増加すると見込まれ、次

年度以降はコヨウラクツツジをはじめとする群落構成種の変化傾向を把握できると考えられる。 

  

 
2 植物種が出現したプロット（以下、出現プロット）のうち、変化ありのプロットが 3 つ以上の種のみを変化の多

い上位種とした。 
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図 3-2 ブナ林内の種の変化が多い種 

（平成 25年度から平成 30年度） 

※カッコ内は、「変化ありの出現プロット数」/「出現プロット数」  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ハウチワカエデ(2/26)

ヤマソテツ(3/12)

ナナカマド(3/11)

シノブカグマ(3/12)

タムシバ(3/16)

ムラサキヤシオ(3/10)

タケシマラン(3/6)

マルバマンサク(2/6)

ツノハシバミ(3/5)

ホツツジ(3/6)

タニギキョウ(3/5)

ハリブキ(3/6)

イワガラミ(3/9)

リョウブ(4/16)

ミネカエデ(2/12)

ツルリンドウ(4/8)

ホオノキ(4/9)

ミヤマカンスゲ(4/11)

アズキナシ(4/8)

シシガシラ(4/7)

ツルアリドオシ(4/9)

ブナ(6/45)

チシマザサ(8/18)

新出

増加

減少

消失

階層変化/新出

階層変化/増加

階層変化/減少

階層変化/消失
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図 3-3 ブナ林内の種の変化が多い種 

（平成 30年度から令和 7年度） 

※カッコ内は、「変化ありの出現プロット数」/「出現プロット数」  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

ミヤマカンスゲ(3/11)

アズキナシ(3/8)

シシガシラ(3/8)

マルバマンサク(2/6)

ツノハシバミ(3/7)

ツルアジサイ(2/21)

ユキザサ(3/8)

ハクサンシャクナゲ(3/6)

オクノカンスゲ(3/6)

トウゴクサイシン(3/3)

ヤマウルシ(3/9)

ハイイヌガヤ(3/5)

エンレイソウ(3/3)

ホオノキ(4/10)
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リョウブ(9/16)

ハウチワカエデ(8/27)
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増加
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消失継続
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階層変化/増加
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図 3-4 ミヤマナラ・ハイマツ林での種の変化が多い種 

（平成 25年度から平成 30年度） 

※カッコ内は、「変化ありの出現プロット数」/「出現プロット数」  

0 1 2 3

リョウブ(1/4)

タムシバ(1/3)

オオアキノキリンソウ(1/3)
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ヒメモチ(1/1)

ヤマツツジ(1/1)

ヤマドリゼンマイ(1/1)

オヤマリンドウ(1/1)

オオイワウチワ(1/1)

タケシマラン(1/1)

シシガシラ(1/1)

ツクバネソウ(1/1)

コヨウラクツツジ(2/3)

シノブカグマ(2/3)
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消失

階層変化/新出
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図 3-5 ミヤマナラ・ハイマツ林での種の変化が多い種 

（平成 30年度から令和 7年度） 

※カッコ内は、「変化ありの出現プロット数」/「出現プロット数」 

0 1 2 3 4
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オオイワウチワ(1/1)
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マルバマンサク(1/3)

ムラサキヤシオ(1/3)
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アカミノイヌツゲ(1/2)

ハイマツ(1/2)
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キャラボク(1/1)

ミチノクホンモンジスゲ(1/1)

ミヤマメシダ(1/1)

ミヤマザクラ(1/1)

ヤマソテツ(1/1)

オオバクロモジ(1/1)

ゼンテイカ(1/1)

トウギボウシ(1/1)

オオバギボウシ(1/1)

コヨウラクツツジ(2/3)

タムシバ(2/3)

リョウブ(3/4)

新出

増加

減少

消失

再出現

消失継続

階層変化/新出

階層変化/増加

階層変化/減少

階層変化/消失
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3.2.3  主な樹種の垂直分布の変化 

林分構造を代表する樹種を継続的にモニタリングできるように、定着段階や被度増加段階に

ある樹種を対象に分析を行った。分析対象とした樹種は、各年度において被度 2 以上3を示した

樹種を計 20種抽出した。これらの樹種について、年度別の垂直分布を分析し、その結果を図 3-6

に示した。 

ブナと同様の分布を示した樹種4は、タムシバ、ハウチワカエデ、オオカメノキ、ダケカンバ、

リョウブ、ナナカマドの 6種であった。一方、ブナの分布と比較して低標高側に分布する傾向を

示した樹種は、アカイタヤ、サワグルミ、オオバクロモジの 3種であり、高標高側に分布する傾

向を示した樹種はマルバマンサク及びミヤマナラの 2種であった。 

また、ブナの分布と重ならない樹種は、キャラボク、コヨウラクツツジ、ホツツジ、ミヤマザ

クラ、アカミノイヌツゲ、ハクサンシャクナゲ、ハイマツ、ノリウツギの計 8種であり、いずれ

も山頂付近に分布するミヤマナラ・ハイマツ林の構成種であった。 

年度ごとの垂直分布をみると、平成 25年度から継続して分布が確認されている種が大半を占

めていた。一方で、アカイタヤ、サワグルミ、オオバクロモジ、ハウチワカエデ、オオカメノキ、

リョウブ、ナナカマド、マルバマンサク、ミヤマザクラ、ハイマツの 10種については、平成 30

年度または令和 7年度の単年度のみで垂直分布に現れていた（図 3-6）。 

これらの種はいずれも局所的に分布し、プロット内に一様に広がる種ではなく、平成 25年度

調査時から各プロットで低密度ながら継続して確認されていることから、近年になって新たに

侵入したものではなく、徐々に被度を増している段階にあると考えられる。 

 

 
3 被度 2以上の樹種は、すでに定着及び被度増加の段階にある可能性が高いため分析の対象とした。なお、被度 1

以下の樹種は、発芽直後の稚樹や一時的な侵入個体の可能性が高いため、本分析では除外した。 
4 ブナの分布標高を基準に、他樹種の出現状況を比較することで、森林群落の遷移状況や気候応答などの兆候を把握

できる。特に、樹種の分布標高の移動は、温暖化や攪乱影響の早期検出指標となり得ると考えれる。 



 

 

1
9
 

 

 

図 3-6 被度 2以上の 20樹種の年度別垂直分布 
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4 杭の補修作業 

杭は「垂直分布プロット杭の点検・保守点検記録報告書」（平成 30 年 3 月）を参考に杭を必

要本数準備し、現地調査の際に補修作業を行った。消失あるいは破損している杭を確認した場合、

新しい杭を打設した。付替え本数は中心杭が 5 本（全本数の 33％）、周辺杭が 4 本（全本数の

3％）であった。新しい杭には、プロット No.をマジックで記入した。また、周辺杭には次回調

査での利便性を考慮し、方位を記入した。 

 

5 考察 

5.1 植生モニタリング調査 

今年度の植生モニタリング調査の結果、小岳地区のプロットで計 109 種の植物種が確認され

た。これは平成 30年度と比較して 8種の減少であるが、減少した種の多くは草本層における被

度「＋」の植物種のため、7年間の植生遷移による軽微な変化と考えられた。植被率については、

亜高木層及び草本層の一部プロットで大幅な増加が確認された。特に、No.84では、低木層の植

被率が約 50％増加しており、局所的に分布が集中するリョウブが優占種であったことから、低

木層の繁茂による林床の暗化が進み、草本類が減少した可能性が示唆された。また、優占種の変

化については、低木層の 4 箇所で認められ、これらは 7 年間の間に発生した樹木の根返りや風

倒木による小規模なギャップ形成や、低木層における出現種の被度増加が影響したものと考え

られた。 

 

5.2 種の階層別・植物群落別・垂直分布の植生変化 

令和７年度の階層別出現種数は 627種となり、平成 30年度から 8種の増加が確認された。プ

ロット別にみると、増加が顕著であったのはNo.82（＋8種）及びNo.89（＋6種）であった。

一方、減少が顕著であったのは No.90（－5種）及びNo.84（－4種）であった。 

増加がみられたプロットでは、低木層における「階層変化/新出」と「階層変化/増加」及び草

本層において「再出現」や「新出」に評価された種が複数確認されており、これが種数増加の要

因となったと考えられる。一方、NO.90では、平成 30年度調査時と比較して斜度が急になって

いることや、杭の紛失が多く確認されたことから、局所的な土砂崩壊が発生し、例年出現してい

た種に変化が生じた可能性が考えられた（図 5-1）。 

植物群落別にみると、ブナ林では、チシマザサ、ブナ、ハウチワカエデ、リョウブ、ヤマソテ

ツが種の変化が多い種として挙げられた。これらの変化区分の内訳は主に「増加」や「減少」で

あり、「消失」などの顕著な変化は確認されなかった。ミヤマナラ・ハイマツ林では、コヨウラ

クツツジが変化の多い種として挙げられた。しかし、本群落では出現階層が低木層及び草本層に

限定され、さらにプロット数も 3箇所と少ないことから、分析に用いた階層別出現種のサンプル

数が限られており、詳細な分析には至らなかった。 

小岳地区の主な樹種の垂直分布では、林分構造を代表する樹種として計 20 種が抽出された。

これらの垂直分布をみると、ブナと同様の分布を示した樹種として、タムシバ、ハウチワカエデ、

オオカメノキ、ダケカンバ、リョウブ、ナナカマドの 6種が挙げられた。また、比較的近い分布

傾向を示した樹種として、アカイタヤ、サワグルミ、オオバクロモジ、マルバマンサク、ミヤマ

ナラの 5 種が挙げられた。これら樹種の多くは平成 25 年度から継続して分布が確認されてい

る。 
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一方で、アカイタヤ、サワグルミ、オオバクロモジ、ハウチワカエデ、オオカメノキ、リョウ

ブ、ナナカマド、マルバマンサク、ミヤマザクラ、ハイマツの 10 種については、平成 30 年以

降に垂直分布に現れている。これらは、被度が増加している段階にある種と考えられるため、将

来的に林分の階層構造を代表する樹種になる可能性が示唆された。 

 

5.3 杭の補修作業 

今回、豪雪地帯特有の雪圧等による損傷が確認された。杭は調査範囲を明確に示すために重要

であり、今後も継続的な補修が必要である。もし、補修作業が 10年以上となる場合は杭の流出

が増加する可能性があるため、補修は 5年間程度の間隔で実施することが適当と考えられる。 

 

5.4 総合考察 

本調査では各プロットにおいて年度変化に伴う出現種の変化が見られ、一部で樹木の根返り

や風倒木がプロット内で確認されたものの、植生構造に大きな変化は認められなかった。また、

温暖化による顕著な植生の変化や、病害虫による被害、ニホンジカによる食害等の植生変化も確

認されなかった。 

以上の結果から、現時点において小岳の植生は安定的に維持されていると考えられ、世界遺産

としての普遍的価値を損なうおそれは認められなかったと考えられた。 

ただし、青森県と秋田県では、令和 5年度及び令和 7年度にブナの大凶作が確認されている。

一般的に、結実不良の翌春には実生や稚樹の発生が著しく減少するとされており、これが複数年

継続した場合には更新過程に影響を及ぼす可能性がある。現段階で顕著な変化は確認されない

ものの、将来的な植生構造及び更新過程への影響を見据え、階層ごとの出現状況を同一手法で継

続的にモニタリングし、変化を早期に把握することが重要である。 
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図 5-1 階層別出現種数の変化内訳の年度変化（プロット別） 
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